
(57)【要約】

【課題】立ち座りが楽で、腹部角度を確保することがで

き、局部圧迫や滑りが発生しない椅子を提供すること。

【解決手段】平坦な後半部と前下がりの前半部により椅

子の座面を構成し、前半部の前下がりの角度は、当該椅

子に座った際に大腿部が水平面との間で形成する角度に

対応した角度とし、後半部で臀部を、前半部で大腿部を

保持するようにしたことを特徴とする座面構造および当

該座面構造を有する椅子。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
実 質 的 に 平 坦 な 後 半 部 と 前 下 が り の 前 半 部 に よ り 椅 子 の 座 面 を 構 成 し 、 前 半 部 の 前 下 が り
の 角 度 は 、 当 該 椅 子 に 座 っ た 際 に 大 腿 部 が 水 平 面 と の 間 で 形 成 す る 角 度 に 対 応 し た 角 度 と
し 、 後 半 部 で 臀 部 を 、 前 半 部 で 大 腿 部 を 保 持 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 座 面 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
実 質 的 に 平 坦 な 後 半 部 と 前 下 が り の 前 半 部 が 連 続 し た 材 料 で 形 成 さ れ 、 そ の 境 界 で 屈 曲 す
る 請 求 項 第 １ 項 記 載 の 座 面 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 半 部 の 長 さ が 後 半 部 の 長 さ に 比 べ 長 い 請 求 項 第 １ 項 記 載 の 座 面 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
座 面 が 上 下 可 能 で あ る と 共 に 、 前 半 部 の 前 下 が り の 角 度 が こ れ に 対 応 し て 変 化 す る 請 求 項
第 １ 項 記 載 の 座 面 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 第 １ 項 な い し 第 ４ 項 の 何 れ か の 項 記 載 の 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 椅 子 等 で 利 用 さ れ る 座 面 構 造 に 関 し 、 更 に 詳 細 に は 、 体 圧 分 散 お よ び 使 用 勝 手
に 優 れ た 座 面 構 造 お よ び こ れ を 利 用 す る 椅 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
日 本 人 の 生 活 が 洋 風 化 す る と と も に 、 生 活 の 中 に 椅 子 が 普 及 し 、 椅 子 を 使 用 し な い 生 活 は
考 え ら れ な い 時 代 と な っ て お り 、 使 用 状 況 や 使 用 勝 手 に 合 わ せ た 様 々 な 椅 子 が 提 供 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う に 各 種 の 椅 子 が 提 供 さ れ て お り 、 そ の 形 状 は 様 々 で あ る が 、 従 来 の 椅 子 の 座 面 構
造 は 、 基 本 的 に は 平 坦 で あ り 、 一 部 に は 臀 部 形 状 を 考 慮 し て 若 干 へ こ み を 形 成 さ せ た も の
も 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
基 本 的 に 椅 子 に 座 る 場 合 は 、 図 １ に 示 す よ う な 座 姿 勢 を と る こ と が 多 い 。 こ の 座 姿 勢 は 、
水 平 の 平 面 座 面 に 、 ほ ぼ 立 っ た 時 の 膝 の 位 置 の 高 さ に 座 る 座 姿 勢 で 、 体 重 は 、 臀 部 か ら 大
腿 部 裏 面 で 支 持 す る こ と に な る 。 こ の 座 姿 勢 は 、 前 後 方 向 の 自 由 度 が 大 き く 、 深 く 腰 掛 け
た と き 、 腹 部 角 度 （ 上 半 身 と 大 腿 部 で 形 成 す る 角 度 ； 図 １ 中 、 θ １ ） は 直 角 に 近 い 状 態 と
な り 、 長 時 間 こ の 姿 勢 を 続 け る こ と は 苦 痛 を 伴 う こ と と な る 。 そ こ で 、 腹 部 角 度 を よ り 大
き く す る た め に 、 座 面 の 前 端 に 近 い 部 分 に 浅 く 座 り が ち で あ る が 、 そ の 場 合 は 、 腰 椎 、 胸
椎 を 曲 げ て 作 業 を 行 う よ う に な り 猫 背 と な り や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
近 年 、 姿 勢 端 正 を 含 め て 猫 背 に な り に く い タ イ プ の 椅 子 と し て 、 バ ラ ン ス チ ェ ア ー 等 と 呼
ば れ る 図 ２ に 示 す タ イ プ の も の が 提 供 さ れ て い る 。 こ の 椅 子 で は 、 腹 部 角 度 （ θ ２ ） が 大
き い た め 、 長 時 間 の 使 用 に よ っ て も 苦 痛 は 少 な い が 、 膝 よ り 高 い 位 置 に 座 り 、 前 下 が り の
座 面 に よ る ず り 落 ち を 脛 受 け で 防 止 す る も の で あ る た め 、 な れ な い と 座 り に く い と い う 問
題 が あ る ほ か 、 脛 部 が 脛 受 け 部 か ら 圧 力 を 受 け 、 こ の 部 分 が 痛 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
最 近 で は 、 作 業 し や す い よ う 前 傾 を 取 れ る 事 務 椅 子 も 提 供 さ れ て い る が 、 こ れ ら の 椅 子 は
、 座 面 全 体 が 前 下 が り と な る の で 足 で 体 重 を 支 え な い と 前 方 に 滑 り 出 し 、 や は り 長 時 間 の
座 作 業 に 向 く も の と は い え な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の よ う に 、 従 来 の 椅 子 は 、 腹 部 角 度 の 確 保 、 局 部 圧 迫 、 滑 り 等 の 観 点 の い ず れ か に お い
て 問 題 が あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 上 記 実 情 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 立 ち 座 り が 楽 で 、 腹 部 角 度 を 確 保 す る こ
と が で き 、 局 部 圧 迫 や 滑 り が 発 生 し な い 椅 子 の 提 供 を そ の 課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 検 討 を 行 っ た 結 果 、 座 面 を ２ つ に 分 割 し 、 一 方
で 臀 部 を 、 他 方 で 大 腿 部 を 保 持 す る こ と に よ り 、 使 用 時 の 安 定 性 を 確 保 し な が ら 、 よ り 広
い 面 積 で 違 和 感 な く 体 重 を 支 え る こ と が 可 能 で あ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
す な わ ち 本 発 明 は 、 実 質 的 に 平 坦 な 後 半 部 と 前 下 が り の 前 半 部 に よ り 椅 子 の 座 面 を 構 成 し
、 前 半 部 の 前 下 が り の 角 度 は 、 当 該 椅 子 に 座 っ た 際 に 大 腿 部 が 水 平 面 と の 間 で 形 成 す る 角
度 に 対 応 し た 角 度 と し 、 後 半 部 で 臀 部 を 、 前 半 部 で 大 腿 部 を 保 持 す る よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 座 面 構 造 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 本 発 明 は 、 上 記 座 面 構 造 に お い て 、 実 質 的 に 平 坦 な 後 半 部 と 前 下 が り の 前 半 部 が 連 続
し た 材 料 で 形 成 さ れ 、 そ の 境 界 で 屈 曲 す る も の 、 座 面 の 前 半 部 の 長 さ が 後 半 部 の 長 さ に 比
べ 長 い も の お よ び 座 面 が 上 下 可 能 で あ る と 共 に 、 前 半 部 の 前 下 が り の 角 度 が こ れ に 対 応 し
て 変 化 す る も の を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
更 に 本 発 明 は 、 上 記 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の い く つ か を 示 す 図 面 を 挙 げ 、 本 発 明 を 更 に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 の 一 態 様 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 中 、 １ は 座 面 、
２ は フ レ ー ム 、 ３ は 背 も た れ を そ れ ぞ れ 示 す 。 ま た 、 図 ４ は 、 図 ３ の 椅 子 の 使 用 状 態 を 示
す 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 座 面 構 造 に お い て は 、 座 面 １ は 、 前 半 部 １ ａ と 後 半 部 １ ｂ か
ら 構 成 さ れ て お り 、 座 面 の 前 半 部 １ ａ は 前 下 が り に 、 座 面 の 後 半 部 １ ｂ は 実 質 的 に 平 坦 に
な っ て い る 。 ま た 、 前 半 部 １ ａ と 後 半 部 １ ｂ の 長 さ の 比 は 、 前 半 部 １ ａ の 方 が 後 半 部 １ ｂ
に 比 べ 長 い こ と が 望 ま し く 、 具 体 的 に は 、 前 半 部 １ ａ の 長 さ が 後 半 部 １ ｂ の 長 さ の １ か ら
２ 倍 程 度 、 特 に １ ． ２ か ら １ ． ６ 程 度 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
前 半 部 １ ａ か ら 後 半 部 １ ｂ へ は 連 続 的 に 変 化 し て い て も 良 い が 、 こ の 間 に 屈 曲 部 （ Ａ ） を
設 け 、 こ れ を 境 界 と し て 前 半 部 １ ａ か ら 後 半 部 １ ｂ を 分 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 前 半 部 １ ａ の 前 下 が り の 角 度 は 、 椅 子 に 座 っ た 際 に 大 腿 部 が 水 平 面 と の 間 で 形 成 す
る 角 度 に 対 応 し た 角 度 と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 角 度 は 、 具 体 的 に は 、 臀 部 で 座 面 に 腰
掛 け 、 足 を き っ ち り 床 面 に 付 け た と き に 、 大 腿 部 が 床 面 と の 間 で 形 成 す る 角 度 と ほ ぼ 一 致
す る 角 度 で あ る （ ５ か ら １ ０ ゜ 程 度 の 範 囲 の 差 は 許 容 さ れ る ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ の 椅 子 を 使 用 す る に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 座 面 １ の 屈 曲 部 と 、 臀 部 お よ び 大 腿 部 の
境 界 を 合 わ せ る よ う に 座 る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う に 座 る こ と に よ り 、 実 質 的 に 平 坦 な
後 半 部 １ ｂ で 臀 部 を 滑 り 出 す こ と な い よ う に 支 え る と 共 に 前 半 部 １ ａ で 大 腿 部 裏 面 も 支 え
る の で 、 全 体 と し て の 圧 迫 感 は 緩 和 さ れ 、 し か も 大 き い 腹 部 角 度 が 取 れ る た め 、 長 時 間 で
も 違 和 感 無 く 座 姿 勢 を 続 け る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 の 別 の 一 態 様 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ６ は そ の 使
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用 状 態 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ の 椅 子 の 座 面 １ は 、 図 ３ の 椅 子 の 座 面 と ほ ぼ 同 様 で あ る が 、 支 柱 ４ の 脚 部 ５ に キ ャ ス
タ ー ６ を 付 け 、 更 に 座 面 高 調 整 装 置 ７ を 備 え た 事 務 用 の も の で あ る 。 こ の 椅 子 で は 、 座 面
高 調 整 装 置 ７ が あ る た め 、 使 用 者 の 身 長 や 、 足 の 長 さ に 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
な お 、 本 態 様 の 椅 子 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 図 ３ の 椅 子 に 比 べ て 座 る 位 置 が 低 い た め 、
座 面 前 半 部 １ ａ の 前 下 が り の 程 度 は 、 少 な く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
パ ソ コ ン 等 の 事 務 作 業 で は 、 前 傾 姿 勢 の ほ う が 背 骨 の 自 然 な Ｓ 字 を 形 成 し や す く 腰 へ の 負
担 を 軽 減 で き る が 、 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 図 ５ の 椅 子 は 、 大 腿 部 支 持 面 が 適 度 に 前 下
が り な の で 前 傾 姿 勢 を と り や す い 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ７ は 、 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 更 に 別 の 態 様 の 椅 子 の 側 面 図 で あ る 。 こ の 態 様 の 椅 子
で は 、 平 坦 な 座 面 か ら 本 発 明 の 座 面 構 造 に 連 続 的 に 変 化 さ せ る こ と の で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
具 体 的 に は 、 座 面 １ の 前 半 部 １ ａ と 後 半 部 １ ｂ は 、 折 り 曲 げ 可 能 に 結 合 さ れ て お り 、 前 半
部 １ ａ の 先 端 は 、 枠 体 ８ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 後 半 部 １ ｂ の 下 側 に は
、 座 面 高 調 整 装 置 ７ か ら の シ リ ン ダ １ ０ が 、 先 端 に お い て 摺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の 態 様 の 椅 子 で は 、 レ バ ー ９ に よ り 座 面 高 調 整 装 置 ７ を 作 動 さ せ る こ と に よ り 、 後 半 部
１ ｂ が 上 昇 し 、 こ れ に 伴 い 前 半 部 １ ａ の 後 半 部 側 端 も 上 昇 し て 、 前 半 部 １ ａ と し て は 適 当
な 角 度 の 前 下 が り 状 態 と な る 。 そ し て 、 後 半 部 １ ｂ の 高 さ を 適 当 に 調 節 す る こ と に よ り 、
最 も 座 り や す い 状 態 と す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の 上 昇 過 程 に お い て 、 後 半 部 １ ｂ は 、 前
半 部 １ ａ に 引 か れ て 前 方 へ 移 動 す る が 、 座 面 高 調 整 装 置 か ら の シ リ ン ダ １ ０ 先 端 が 、 後 半
部 裏 側 に 摺 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る た め 、 こ の 移 動 は シ リ ン ダ １ ０ や 座 面 高 調 整 装 置
７ に 対 し て は 何 の 影 響 も 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
な お 、 上 記 の 座 面 高 調 整 装 置 ７ と し て は 、 座 面 を 持 ち 上 げ る た め の 公 知 の 動 力 源 、 例 え ば
、 バ ネ 、 ガ ス シ ョ ッ ク 、 電 気 モ ー タ ー な ど が 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 上 説 明 し た 本 発 明 の 座 面 構 造 を も つ 椅 子 は 、 上 記 し た 以 外 は 、 従 来 公 知 の 方 法 に 従 っ て
製 造 す る こ と が で き る 。 製 造 に 当 た っ て 用 い る 材 料 も 、 座 椅 子 や 椅 子 に 用 い ら れ る 一 般 的
な も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 座 面 １ や 背 も た れ ３ と し て は 、 あ る 程 度 の 強 度
の 骨 材 を ウ レ タ ン ク ッ シ ョ ン で 包 み 、 こ れ を 布 や 合 成 樹 脂 の シ ー ト で 被 包 し た も の や プ ラ
ス チ ッ ク 、 木 材 あ る い は 金 属 の 材 質 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 フ レ ー ム ２ や
、 支 柱 ４ あ る い は 枠 体 ８ は 、 か な り の 重 量 が か か る の で 強 度 の 高 い 材 料 、 例 え ば 、 鉄 等 の
金 属 、 木 材 、 硬 質 プ ラ ス チ ッ ク な ど の 材 料 で 製 造 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 作 用 】
本 発 明 の 座 面 構 造 は 、 人 体 の 挙 動 の 観 察 よ り 鋭 意 研 究 を 行 っ た 結 果 に 基 づ き 完 成 さ れ た も
の で あ る 。 す な わ ち 、 従 来 の 発 想 は 、 平 坦 な 面 に よ り 臀 部 な い し 大 腿 部 を 保 持 し よ う と す
る も の で あ る が 、 こ の 発 想 に よ っ て は 、 腹 部 角 度 の 確 保 が 難 し か っ た 。 そ の た め 、 腹 部 角
度 を 確 保 す る た め の 試 み も な さ れ て い る が 、 そ の 場 合 で は 、 局 部 圧 迫 、 滑 り 等 が 生 じ る 問
題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ れ に 対 し 、 本 発 明 で は 、 座 面 に 座 姿 勢 に 応 じ た 大 腿 部 支 持 面 と 臀 部 支 持 面 を 与 え る 座 面
構 造 に よ り 、 大 腿 部 か ら 臀 部 ま で の 広 い 面 積 で 違 和 感 な く 体 重 を 支 持 し 、 か つ 大 き な 腹 部
角 度 を 維 持 す る こ と で 、 問 題 の な い 座 姿 勢 を と る こ と を 可 能 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の 座 面 構 造 は 、 普 通 に 座 っ た 場 合 に 大 腿 部 を 支 え る た め に 適 切 な 角 度 の 前 下 が り 座
面 と 、 臀 部 を 支 え る た め の 座 面 を 持 つ た め 、 使 用 状 況 に 関 係 な く 、 長 時 間 、 違 和 感 な く 座
り 続 け ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 座 面 構 造 は 、 大 き な 腹 部 角 度 を 保 持 し な が ら 、 広 い 面 積 で 体 重 を 分 散
す る た め 、 長 時 間 座 る 椅 子 に 有 利 に 使 用 で き る も の で 、 家 庭 用 や 事 務 用 の 椅 子 の 座 面 構 造
と し て 広 く 使 用 し 得 る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 椅 子 に 座 っ た 状 態 を 示 す 図 面
【 図 ２ 】 バ ラ ン ス チ ェ ア ー に 座 っ た 状 態 を 示 す 図 面
【 図 ３ 】 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 の 一 態 様 を 示 す 図 面
【 図 ４ 】 図 ３ の 椅 子 の 使 用 状 態 を 示 す 図 面
【 図 ５ 】 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 椅 子 の 別 の 一 態 様 を 示 す 図 面
【 図 ６ 】 図 ５ の 椅 子 の 使 用 状 態 を 示 す 図 面
【 図 ７ 】 本 発 明 の 座 面 構 造 を 有 す る 更 に 別 の 態 様 の 椅 子 を 示 す 図 面
【 図 ８ 】 図 ７ の 椅 子 の 使 用 状 態 を 示 す 図 面
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 … 　 … 　 座 面
１ ａ 　 … 　 … 　 座 面 前 半 部
１ ｂ 　 … 　 … 　 座 面 後 半 部
Ａ 　 … 　 … 　 屈 曲 部
２ 　 … 　 … 　 フ レ ー ム
３ 　 … 　 … 　 背 も た れ
４ 　 … 　 … 　 支 柱
５ 　 … 　 … 　 脚 部
６ 　 … 　 … 　 キ ャ ス タ ー
７ 　 … 　 … 　 座 面 高 調 整 装 置
８ 　 … 　 … 　 枠 体
９ 　 … 　 … 　 レ バ ー
１ ０ 　 … 　 … 　 シ リ ン ダ
以 　 　 上
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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